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 [授業の概要・目的]
現代物理学の一つの柱であり、ミクロとマクロを結ぶ理論体系である統計力学の基本的考え方と方
法の理解を目的として講義を行う。ミクロな運動が古典力学に従う場合と量子力学に従う場合の両
方について、定式化と簡単な応用を述べる。

 [到達目標]
原子・分子の運動を記述する基本法則に、確率論的考え方を導入し、アボガドロ数のオーダーの粒
子集団の巨視的振舞いを記述する手法を習得する。

 [授業計画と内容]
授業で扱う内容は以下の通り。授業回数はフィードバックを含め全15回とし、各項目について2~3
回の講義を行う。

1. 統計力学の考え方
　アボガドロ数のオーダーの粒子集団をどのようにして記述するか、その基礎となる考え方を簡単
な例を用いて解説し、統計的手法が有用となる点を説明する。また、確率論の基本的な道具立てと
自由度が大きい場合に成立する確率法則(中心極限定理等)について述べる。

2. 解析力学および量子力学の基礎
  統計力学の体系を理解していくために必要となる解析力学と量子力学の基礎を、予備知識を前提
としない形で講義する。

3. 統計力学の原理
  古典力学と量子力学における微視的状態の概念とその上の確率分布を表すアンサンブル(統計集団)
について解説し、孤立系における熱平衡状態を表す統計集団として小正準集団を導入する。ボルツ
マンの式によって微視的状態の数とエントロピーが結びつくことを示し、理想気体や調和振動子の
系などへの応用について述べる。

4. 正準分布と大正準分布
　温度一定の系（熱浴に接した系）が従う確率分布が正準分布であることを示し、分配関数と熱力
学関数の関係を説明する。さらに粒子数が変化する場合に、確率分布が大正準分布に従うことを示
す。理想気体、調和振動子、スピン系、量子気体などへの応用について述べる。

5. 統計力学の応用
  固体の比熱、ボース・アインシュタイン凝縮、金属中の自由電子、強磁性転移の平均場理論等に
ついて解説する。
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統計物理学(2)

 [履修要件]
「物理学基礎論Ａ」および「熱力学」の履修を前提とする（合否は問わない）。「物理学基礎論B」
も履修していることが望ましいが、履修していなくても大きな支障はない。

 [成績評価の方法・観点]
定期試験期間中の筆記試験（100点）によって評価する。

 [教科書]
森成隆夫 『熱・統計力学』（サイエンス社）
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義内容を復習し、よくわからない点については他の受講生と議論したり教員へ質問するなど、内
容の理解に努めること。

 [その他（オフィスアワー等）]
　


